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I 緒
少年期におけるスポーツ活動形態は学校におい
て行われる課外の運動部活動・地域のスポーツク
ラブ、スポーツ少年間、民間のスポーツセンタ
におけるスポーツ教室、スポーツ塾等多様なもの
がある。
従前より、学校の部活動や民間のスポーツセン
ターにおけるスポーツ教室等の中で、過熱イとした
早期の専門化、勝利至上主義的傾向がみられ、ド
ロップアウトやパーンアウト並びに発脊発達障害
等健全なスポーツ活動の継続に好ましくない問題
カf増えてきた。このようなことカ宮原因でスポーツ
活動の継続性が損なわれると、運動部やスポーツ
クラブが本来自指している自発的・自主的活動の
推進や全人的な人間形成の酒養も実を結ばないこ
とにつながると危慎される。
スポーツ活動の継続性に関わる要因は種々多様
に存在すると考えられる。それらは、スポーツに
対する興味・関心、運動経験、活動効果などの活
動者側の嬰菌と活動を支える家族の理解、交友関
係、人間関係などの環境的な嬰盟に分けて考える
ことができるのではないで、あろうか。
青木(1)は高等学校運動部員を対象とし、部活
動継続と退部に影響する要因を検討しているが、
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継続・退部の決定に最も強く影響する要菌は、男
女とも現在のスポーツ活動要因群(レギュラー状
態、厳しさ、運動経験、指導者への満足度)であ
るとし、さらに女子では男子に比べて、本人自身
の主体的要菌群よりも学校・家庭環境要因群の規
定力が強いと報告している。
また、山口・池田(13)らは運動部活動の経験が
将来のスポーツ参加の予溺変数になることを指摘
している。すなわち、生涯スポーツへの基盤づく
りとなる活動スタイルを身につけることと、健全
な活動を継続するなかで自己実現するために、運
動部活動の環境づくりが必要とされていることを
示唆している。
筆者ら (2)は、中学生を対象として、少年スポー
ツ活動経験者の中学校における運動部活動への継
続性を比較検討し、継続者の中でも運動種目を変
したもの(異種目群)が変更しなかった者(開
種目群)よりも多くみられることと、習慣的な運
動の実践を続けるなかで、指導上のモラルや子ど
もの自主性を考慮:し、子どもの将来性を念頭にお
いた一貫的な指導体制が必要であることを報告し
ている。
それを受けて、本研究では、中学校から
校への運動部活動の継続性に焦点をあて、中学校
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における運動部活動の実態をとおして、継続性に
影響を与える要因を明らかにし望ましい運動部活
動の在り方を検討することとする。
E 調査対象主主びに髄査方法
l.調査対象
調査対象は、佐賀県内の県立高等学校計12校に
在籍する l年生の中で中学校時代に運動部活動を
経験したもの、計2，778人とした。学校毎の対象
人数は表1に示すとおりである。
高等学校の運動部活動は多くの種自にわたり展
開されているので、これを以下のように個人的種
目と集団的種呂に分類する。
0個人的種目一卓球、水泳、陸上、体操・新体
;桑、テニス、ノfドミントン、ダンス、ボート・
ヨット、山岳・登山、剣道、柔道、
O集団的額百一バスケットボール、野球、ソフ
トボール、サッカー、バレーボ…ル、ハンド
ボール、ラグビ一等
2.調査方法
務査方法は留寵き回収の質問紙法による。あら
表1 調査対象
合計 性別(%)
( n) 男 女
ノ1、二 体 2，778 57.8 42.2 
鳥栖高等学校 285 54.4 45.6 
神埼I匂等学校 253 54.5 45.5 
佐賀北高等学校 300 56.3 43.7 
対 鹿島高等学校 173 59.5 40.5 
武雄青陵高等学校 180 49.4 50.6 
象
伊万里高等学校 247 58. 7 41.3 
寸止んー・ 唐津東高等学校 177 66.7 33.3 
鳥栖工業高等学校 263 98.5 1.5 
校 鳥栖商業高等学校 173 6.4 93.6 
佐賀商業向等学校 258 38.8 61.2 
佐賀工業高等学校 261 97.3 2.7 
鹿島実業高等学校 208 30.8 69.2 
かじめ作成した質問紙により中学校運動部活動の
実態に関するアンケート調査を行い回答を求め
た。
龍査内容は以下に示すものである。
①運動部入部のきっかけ
②入部の理由
③出場した大会の規模・戦績
④試合出場の有無
⑤練習日数
⑥練習時間
⑦運動部活動の楽しさとその理由
③周囲の理解・援助
⑤運動部活動の活動効果
⑮スポーツ欝害の有無
⑪高等学校運動部活動への継続の有無
⑫高等学校運動部活動への入部種目の変更
亙 結果及び考察
中学校の運動部活動を経て、高等学校の運動部
活動へ継続しているものは1，500人と全体の54%
である。この継続の有無を性別にみると、男子の
運動部継続者(以下、継続群とする。)が61.9% 
と6割以上を占めており、逆に女子は非継続者(非
継続群とする。)が56.9%と過半数を占め、男
に継続者が多いという有意な性差がみられる。(表
2参照、 p<O.OOl)
池上ら (2)の調査によると、小学校時代の少年
スポーツ活動から中学校部活動への継続率は
81. 7%であり、これによると大幅な継続率の低下
傾向にあるといってよいと思われる。(詔 I、2
参照)
次に、中学校種目分類別にみると、継続群のう
表2 性別にみた運動部活動謎続の有無
合計 継続の有無(%)
( n) 運動部継続 非継続
全体 2，778 54.0 46.0 
男 1，605 61. 9 38.1 
女 1， 173 43.1 56.9 
(p<O.OOl) 
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運動部継続の有然
同E
関 1 中学校運動部への継続率(油上・坂田勺
運動部継続の有無
E 
国2 高等学校選動部への畿続率(本研究)
ち中学校で集団的種目のスポーツを行ったものが
51.4%と多く (p<0.05)、個人的種目は44.0%、
複数韓日4.6%である。具体的な種目としては集
関的種目のバレーボール、野球、バスケットボー
ル等、一方個人的種目の陸上、テニス等である。
また、非継続群は逆に偶人的種目を行ったものが
48.6%と多く、集団的種目46.3%、複数種目5.1% 
である。具体的種目としては、集団的種自のバレー
ボール、パスケットボール等、一方個人的撞自の
テニス、卓球等である。なお、複数種呂としたの
は、例えば1年生でバスケットボール部に所属し
たが、 2~3 年生では陸上部に転向したものや、
両方の部に並行して所属していたケース等であ
る。(表3参熊、 p<0.05)
続いて中学校運動部入部のきっかけを継続の有
無別にみると、全体で f自分で決めたjものが
71. 9%と7割以上を出め、「友達に誘われたJ
16.5%が次いでいる。全体の{頃向と同様に継続
群・非継続群とも「自分で決めた」ものが多くを
占めているが、継続群の75.1%が顕著である。 (p
<0.001)次いで「友達に誘われた」ものが非継
続若手で20.1%と継続群の13.5%を幾分上田ってい
る。このことは高等学校への継続群の方がより積
極的な入部をしたことを鰐わせるが、非縦続群の
中には中学校入部の時は友達と一緒で入部してい
たが高校では何らかの理由で続けなかったという
ものが2割ほどいるということを表している。(表
表3 盤続の有無別にみた中学校運動部活動種隠分類
合計 中学校種自分類(%)
( n) 領人的種目 集間的韓日 複数種目
全体 2，778 46.1 49.1 4.8 
継続群 1，499 44.0 51. 4 4.6 
非継続群 1，279 48.6 46.3 5.1 
(p<0.05) 
表4 纏読の有無別にみた中学校運動部入部のきっかけ
きっかけ一中学(%)
合計 自分で 友達に 先輩に 先生に 家の人 その地
(n) 決めた 誘われ 誘われ 誘われ iこ融め
た た られた
全体 2，74 71. 9 16.5 3.9 1.7 3.2 2.8 
継続群 1，497 75.1 13.5 3.9 1.5 3.5 2.5 
非継続群 1，27 68.2 20.1 3.8 1.8 3.0 3.1 
(p<O.OO1) 
表 S 鑓読の有無別にみた中学校建動部への入部理由(複答)
入部理由中学(%)
合計 興味 身体面制覇交友商先生・ 小学技 なんと その能
( n)関心 先動撃誘のでやっ な(
たから
全体 2，73 6.4 49.8 16.9 38.7 4.4 28.6 20.5 4.0 
継続群 1，498 67.6 51.4 18.6 34.2 4.4 35.3 17.0 3.9 
非継続群 1，275 65.0 48.0 15.1 43.8 4.5 20.7 24.6 4.2 
(p<O.OO1) 
4参照、 p<O.OOl)
また、中学校入部理由(複数回答)について全
体の傾向は f興味・関心jで、入ったものが66.4%
と多く、次いで「身体面J49.8%、「交友面J38.7%、
f小学校で、ゃったJ28. 6%、「なんとなくJ20.5% 
と続いている。継続群・非継続群間でも関様の傾
向を示している。(表5参日夜、 p<O.OOl)
続いて高等学校運動部への継続理由(複数回
答)ついて、先ずクラブの実態・環境では、継続
群の「仲の良い先輩や友達がいるjが48.1%と
も多く、 fそのクラブの活動が盛んjが32.7%、「強
いからJが29.5%の)1&になっている。一方、非継
続群は「帰りが遅くなるJが45.8%と最も多く、
「やりたい種自がないからjが25.5%、「練習が
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表6 畿続の有無7JIJにみた継続理由(クラブの実態・環境) (複答)
継続理由一クラブの実態・環境(%)
合計 強いか百号し、か タフブ クフブ》i雪i翠治安練習がイ中のよ 伶のよ 先議室・ 先議・ ナや旨ョチ謀者ー やりた お金が帰りがその他
( n) ら ら の活動の活動厳しい楽だかい先毅い先主主後畿の後罪史の ムメイう い種目 かかる退くな盛んだ、あまり から ら や友あや友な上下あ上下な かまトなとくい がない から るから
から り し、 る u、 ら から
全体 2，028 20.7 6.9 24.1 4.4 15.8 11. 0 33.8 7.6 7.7 17.6 2.8 12.7 4.1 20.6 6.1 
縦続群 1，327 29.5 6.8 32.7 3.7 11. 7 14.8 48.1 2.8 4.7 24.3 1.3 5.9 2.3 7.2 4.7 
非継続群 701 3.9 7.0 7.8 5.8 23.7 4.0 6.8 16.8 13.3 5.0 5.6 25.5 7.7 45.8 8. 7 
(p<O.OO1) 
表7 盤続の有無別にみた縫続理由(自己の適性・環境) (複答)
継続理由一自己の適性・環境(%)
合計 背が高zi符が低スポー {本を鍛務持fliJi豆量出で
( n) い治、ら いから ツにi勾えたい を鍛え捜せたいていから 7こいかいからないか
ら ら
全体 2，211 4. 7 6.8 7.7 38.8 7.3 
継続群 1，423 6.6 5.8 2.7 57.3 10.2 
非継続群 788 1.1 8.6 16.8 5.3 2.2 
厳しいから」が23.7%の)[1買となっている。(表6
参照、 p<O.OO1)
すなわち、継続群は先輩や友達との交友面や所
属する運動部の活発な活動に引かれ、非継続群は
運動部活動後の帰宅時開が遅くなるという生活時
間的な側面と多様なスポーツ種目に関わりたいと
いう欲求に運動部の組織や実態が合っていないと
いう理由を持っていることが予想される。
さらに、運動部継続理由(複数閤答)について
自己の適性・環境(複数自答)では、継続群は「体
を鍛えたいから」が57.3%と過半数を占めてお
り、「精神面を鍛えたいからJ37.5%、「友達をつ
くりたいからJ31. 6%と続いている。非継続群で
は「他にやりたいことがあるからjが28.6%と多
く、「なんとなくJ22.8%、「スボ…ツに向いてな
いからJが16.8%となっている。継続群は運動部
活動に志向目的を持って入部しており、非継続群
ではスポーツ以外に輿味・関心の的を移している
ものと考える。(表7参照)
このような高等学校運動部への継続状洗を踏ま
え、継続群・非継続群別に中学校における運動部
の活動実態に関わる要国について比較してみる。
友途を他にや勉強に 自由なその手重j諮問の問問のけがや
っくり りたいカをい時間が日が好人に効人に反病気が
たいかこと治宝れたい lましい きだか誘され対され原因で
ら
22.0 
31. 6 
4.6 
ある から から ら fこから fこから
11. 0 8.1 19.3 33.8 7.3 1.9 3.3 
1.3 2.2 2.5 49.5 9.5 0.4 0.6 
28.6 18.8 49.6 5.6 3.3 4.6 8.1 
1.中学校運動部の活動状況との関わり
1 )練習日数
なんと|その他
なく
14.1 2.0 
9.3 0.9 
22.8 3.9 
運動部継続群の練習日数は「毎日j行ったもの
が57.2%と過半数であり、非継続群の44.7%を上
回っている。次いで、「週 4~6 日 j のものが非継
続群で50.2%と多く継続群の40.9%と続いてい
る。つまり継続群に活動の習慣性がより浸透して
いるようである。これを性別にみると、男子の継
表8 継続の有無邪にみた中学校運動部活動日数
合計 日数(%)
( n) 選3日以内 週 4~6 司 毎日
全体 2，637 3.4 45.1 51. 5 
継続群 1，433 1.9 40.9 57.2 
非継続群 1，204 5.1 50.2 44.7 
(p<O.OO1) 
表9 謎続の有無別にみた中学校運動部活動日数(男子)
合計 日数(%)
( n) 週3日以内 選 4~6 日 毎日
男子 1，520 4.4 42.3 53.3 
継続群 949 2.0 38.4 59.6 
非継続計: 571 8.4 48.9 42.7 
(p<O.OO1) 
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表10 鐘続の有無別にみた中学校運動部活動時間(平日)
合計 平日時間(%)
(ロ) 2時時以内 ~3 時潤 ~5 時間
全体 2，717 59.7 35.8 4.5 
継続群 1，472 58.0 38.1 3.9 
非継続若手 1，245 61. 9 33.0 5.1 
(p<0.05) 
表1 謎続の有無別にみた中学技運動部活動時間(土曜)
合計 土曜時間(%)
(n) 2時河以内 ~3 時陪 ~5 時間 それ以上
全体 2，644 17.6 41.0 38.1 3.3 
継続群 1，440 17.6 43.0 36.7 2. 7 
非継続群 1，204 17.5 38.6 39.9 4.0 
(p<0.05) 
表12 継続の有無関にみた中学校運動部活動時爵(自曜)
ぷE』I舌13t 日曜時間(%)
(n) 内 ~3 時間 ~5 時間 それ以上
イ本 1，864 43.0 6.7 
継続群 1，094 9.4 44.0 40.9 5.7 
非継続群 770 8.3 37.4 46.2 8.1 
(p<O.Ol) 
続群は「毎日jの練習が59.6%と最も多く約6割
を占めており非継続群の「週 4~6 日 J 48.9%を
有意に上回っている。(表8、9参沼、 p<O.001) 
一方、女子では顕著な傾向は示していなしミ。従っ
て、男子の運動部継続性に活動の習慣化が大きく
関わっていることを示している。
2 )練習時間
日の練習時間は全体でr2持陪以内jが59.7%
と約6割を占め、 r~ 3時間jが35.8%と続いて
いる。しかし、 r2時間以内Jの練習で継続性に
関わる顕著な差はみられず、非継続群の61.9%が
継続群の58.0%を僅かに上閤っているだけであ
る。(表10参照、 p<0.05)
また、土曜日の練習時間は継続群のr~ 3時間J
が43.0%と多く、非継続群のr~ 5時簡jの39.9%
を少し上回っているが顕著な差ではない。(表11
参照、 p<0.05)
一方、日曜日の練習時簡は非継続群の r~ 5時
表13-1 議議の有無~IJにみた中学校運動部活動時間(8謹一男子)
合計 日曜時間(%)
( n) 2時間以内 ~3 時間 ~5 時開 それ以上
男子 1，092 10.3 39.5 42.8 7.4 
継続群 725 9.5 42.8 41.2 6.5 
非継続群 367 12.0 33.0 45.7 9.3 
(p<0.05) 
表13-2 選議の有無別にみた中学校運動部活動時間(語翠一女子)
合計 日曜時間(%)
( n) 2時間以内 ~3 時間 ~5 時開 それ以上
女子 772 7.0 43.9 43.5 5.6 
継続群 369 9.2 46.6 40.1 4.1 
非継続群 403 5.0 41.4 46.7 6.9 
(p<0.05) 
表14 盤読の有無別にみた鱗醤翠の認議(中学校部活動)
合計 練習量の認識(%)
( n) 過剰な練習 過度な線習|繍量の不足
全体 2， 770 28.0 58.2 13.8 
継続群 1，497 26.2 59.1 14.7 
非継続群 1，273 30.2 57.2 12.6 
(p<0.05) 
間」が46.2%と最も多く、継続群の r~ 3持関J
44.0%を上回っている。(表12参照、 p<O.Ol)こ
れを性別にみると、男子で非継続群のr~ 5時間j
が45.7%と多く、継続群の r~ 3時間jカ'42.8%
と少なくなっている。向様に女子でも非継続群の
r ~ 5時間J46. 7%、継続群の r~ 3持問J46.6%
と継続群の練習時間が少なくなっている。(表13
1、13-2参照、 p<0.05)
このようにみると、継続率の高い練習時間は平
日で2時間以内、土 .6でも 3時間以内ぐらいが
適当であり、特に自曜日の 3~5 時間といった半
日の練習時間を越える場合は、継続性にデメリッ
トとなることが推測される。
このような練習日数、練習時間といった練習量
に対してどのような認識を持っていたかをみてみ
ると、継続群・非継続群とも「適度な練習jと答
えたものが各々59.1%、57.2%と全体でも58.2%
と約6離のものが肯定しており、練習活動状況そ
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のものに対する認識は良好であると見られる。(表
比参照、 p<0.05)
3 )練習の楽しさ
練習の楽しさについて継続群の「楽しかったJ
53.7%が非継続群の43.6%を有意に上回ってい
る。これを性別にみてみると、男子で継続群の「楽
しかったJ53.2%が非継続群の39.8%を大きく上
回っており、非継続群は「ふつうJが42.4%と最
表15 謎読の有無別にみた練習の楽しさ(中学校部活動)
合計 練習の楽しさ(%)
(n) 楽しかった ふつう 業し(なかった
全体 2，776 49.0 38.6 12.4 
継続群 1，497 53.7 36.3 10.0 
非継続群 1，279 43.6 41. 2 15.2 
(p<O.OOl) 
表団一 1 議畿の有祭到にみた畿管の楽しさ(中学技部活動一男子)
合計 車業習の楽しさ(%)
(n) 楽しかった ふつう 業し(なかった
男子 1，604 48.0 38.2 13.8 
継続群 993 53.2 35.5 11. 3 
非継続群 611 39.8 42.4 17.8 
(p<O.OOl) 
表16-2 選議の有無関にみた練習の楽しさ(中学校部活動一女子)
合計 練習の楽しさ(%)
(n) 楽しかった ふつう 楽しw，っ I~
女子 1， 172 50.3 39.2 10.5 
継続群 504 37.9 7.5 
非継続群 668 47.2 40.1 12. 7 
(p<O.OOl) 
表17 議読の有無知にみた楽しさの理由(中学校部活動)(寵答)
楽しさの理由一中学(%)
合計 技能の 練習内 練習時 指導者 人間関 その他
(n) 向上・ ~ ッ 関の長 の教え 採の良
不振 さ 方 否
全体 2，670 52.3 70.2 28.4 38.8 33.9 4.7 
継続群 1，443 55.8 68.9 26.0 40.3 33.2 4.6 
非継続群 1，27148.21 71.81 31.11 37.01 34.6 4.9 
(p<O.Ol) 
も多くなっている。一方女子は、継続群の「楽し
かったJ54.6%が非継続群の47.2%を上回ってお
り、全体の継続別クロス表と類似している。(表
15、16ー し 16-2参照、 p<O.OOl)
ではその糠習の楽しかった理由(複数問答)に
ついてみると、カテゴリ一統合の結果、非継続群
の「練習内容Jが71.8%と最も多く、次いで同じ
く継続群の68.9%、「技能の向上・不振Jが
55.8%、問じく非継続群の「技能の向上・不振J
が48.2%と続いている。(表17参照、 p<O.Ol)
ここで「練習内容jに関する具体的カテゴリ
についてみると、継続群はく練習がおもしろかっ
た>35.2%、〈練習がきっかった>16. 8%であり、
同じく非継続群ではく練習内容がおもしろかっ
た>31.1 %、〈練習がきっかった>23.5%であっ
た。また「技能の向上・不振jについては、継続
群がくだんだん上手になった>37.2%、くレギュ
ラーだ、った>25.0%であり、非継続群でも関じく
各々31.7%、12.7%であった。(国表は略す。)
このようなことから、楽しさの理由の中では、
非継続群の「練習内容jに関するくきっかった〉
以外のものは全て肯定的な意識を答えており、非
継続群の練習に対する楽しさは継続群と同等以上
であることを示している。すなわち、中学校運動
部時代に楽しさを経験しないことが原因で高等学
校部活動へ継続しなかったというものは少ないこ
とがわかる。
しかし、活動面の充実性の証として、きつい思
いをしてまでやる価値観があったかどうかの点で
継続の有無が分れたと推察することもできる。非
継続群の中学校部活動において、技能向上や呂標
到達などに対する達成感、爽快感を味わう場龍や
経験があったであろうかと考える。
4 )大会、試合の経験
中学校運動部時代に出場した大会規模は、全体
で「県大会」出場が57.8%と最も多く、「地区大
会J28.3%、「九ナH・全国大会J13.9%と続いて
いる。継続・非継続の再群簡でも間様の傾向で「県
大会jが最も多く各々58.2%、57.1%であるが、
非継続群は「地区大会」が32.7%と続いて継続群
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の25.5%を上回っており、一方f九州・全国大会」
では継続群の16.3%が非継続群の10.2%を上回っ
ている。(表18参照、 p<O.OOl)
また、試合出場の有無でみると、全体で「レギュ
ラー Jであったものが66.4%と多く 3分の2のも
のは試合経験があることになる。これを継続性で
みると継続群の4分の3が「レギュラー」であっ
たのに対し、非継続群は57.0%と半数を超えたほ
どであり、レギュラーとしての試合出場が継続性
に関連していると考える。(表19参照、p<O.001)) 
すなわち、継続群の方が試合出場の経験度が高
いが、非継続群の出場大会規模の方は地区大会に
留まっているものも多いとみることもでき、県大
会、九州大会、全田大会へと勝ち進むことによる
試合経験頻震は非継続群の方が低く、継続性に大
会・試合の経験度が影響していることがわかる。
5 )周囲の理解・譲助
期囲の理解・援助は意欲的なスポーツ活動を謎
続するためには不可欠の要素であろう。先ず、中
学校部活動に対する家族の賛否は継続群の「賛成
してくれたJ62.3%が最も多く、次いで非継続群
の f賛成してくれたJ52.1%、「意思表示なかっ
たJ44.6%と続いている。 f反対ーだったJは関群
とも少数しかいず、継続群の6割以上の家族が運
動部活動を積極的に認めており、非継続群では賛
表18 緯続の有無関にみた出場大会規模(中学技部活動)
合計 出場大会規模(%)
(n) 地底大会 愚大会 九日ト全国大会
全体 1，542 28.3 57.8 13.9 
継続群 946 25.5 58.2 16.3 
非継続群 596 32.7 57.1 10.2 
(p<O.OOl) 
表19 議読の有無関にみた試合出場の有無(中学校部活動)
合計 試合出場の有無(%)
( n) レギ、ユラー 非レギュラー
全体 2，763 66.4 33.6 
継続群 1，496 74.4 25.6 
非継続群 1，267 57.0 43.0 
(p<O.OOl) 
成と意思表示なしに分かれている。(表20参照、 p
<0.001) 
続いて、運動部活動に対する保護者会活動に対
する評価についてみると、継続群では保護者会活
動が「適度な世話」であったとするものが51.8%
と最も多く、非継続群では「関心が薄かったjと
するものが49.1%と多くなっており、保護者会活
動に対する継続性の有意な差が認められる。(表
21参照、 p<O.OO1)つまり、保護者会の世話を継
続群は認めているが非継続群は消極的な活動で
あったと評価しているということを示している。
なお、具体的な保護者会の活動(複数自答)に
ついて、全体として、「試合中の応援Jが70.6%
と最も多く、継続群・非継続群においても各々
73.4%、66.9%と各群内で最も多く挙げられてい
て、次いで「試合時の飲食物jが各々59.1%、
56.0%、「試合時の送り迎えJが各々56.2%、48.1%
となっている。いずれも試合時の世話が印象深い
ようであるが、どのカテゴリーにおいても継続群
の方がより多く答えており、大会・試合の経験の
所で前述したように継続群の大会・試合経験度が
非継続群よりも高いことに関連しているものと考
えられる。(表22参開、 p<O.OO1)
表20 継続の有無5JIJにみた家族の欝否(中学校部活動)
合計
家族の賛否(%)
(n) 賛成して 意思表示 反対だ
くれた なかった った
全体 2，772 57.7 39.7 2.6 
継続群 1，498 62.3 35.6 2.1 
非継続群 1，274 52.1 44.6 3.3 
(p<O.OOl) 
表21 議畿の有祭別にみた探護者会活動に対する罫髄(中学*~部活動)
合計
保護者会活動に対する評i臨(%)
(n) 過剰な 過度な 関心が薄
世話 世話 かった
全体 2，647 5.4 49.1 45.5 
継続群 1，448 5.7 51. 8 42.5 
非継続群 1，199 5.0 45.9 49.1 
(p<O.OOl) 
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表22 畿続の有無別にみた保護者会の活動内容(中学校部活動) (護答)
合計 練習の応 練習時の 試合時の
(n) 援・手伝 飲食物の 飲食物の
し、 提供 提供
全体 2，132 10.1 18.4 57.8 
継続群 1，222 11. 0 19.8 59.1 
非継続群 910 8.9 16.5 56.0 
表23 盤読の有無別にみた部内のよ下関保(中学校部活動)
合計 部内の上下関係(%)
( n) 上下関揺があった 上下関誌はなかった
全体 2，752 68.1 31. 9 
継続群 1，485 65.3 34.7 
非継続群 1，267 71.3 28.7 
(p<0.001) 
6 )部内の上下関係
所属した運動部内において先輩・後輩問の上下
関係が有ったかということについて、
非継続群で f上下関係があったjとするものが
71.3%と約7訴を占め、性別比較では女子の
77.9%が男子の60.9%を大きく上閤っている。(表
23、24参照、 p<O.OO1)
すなわち、部内の上下関係については有意な性
差及び継続性の差が認められ、女子と非継続群に
上下関係があったとするものが多くみられる。し
たがって、部活動の内容面では高等学校進学後の
非継続意識への引き金とはならないまでも、部内
の人間関係に対する不安は、良いとはいえない思
い出として残り、新天地の希望的な行動にもス
トップをかけてしまうのであろう。生徒指導上の
記慮並びに、部の顧問、指導者間の情報交換や生
徒との対話等に留意すべきことが多いと考えられ
る。
7)中学校部活動における活動効果
中学校運動部活動を行ったことによる活動効果
(複数回答)を身体的、精神的、行動的及び学業
閣の変化があったかどうかについてみる。先ず身
体的変化は、継続群が「体が丈夫になったJ
保護者会の活動(%)
試合中の 試合時に 練習・試 レクリェ… その他
応援 送り迎え 合時の助 ションなど
Eヨ の催し
70.6 52.8 13.7 18.0 4.0 
73.4 56.2 14.2 20.7 2. 7 
66.9 48.1 13.2 14.4 5.8 
(p<0.001) 
表24 性別にみた部内のよ下関保(中学校部活動)
合計 部内の上下関係(%)
( n) 上下関採があった 上下関揺はなかった
全体 2，752 68.1 31. 9 
男 1，591 60.9 39.1 
女 1，161 77.9 22.1 
(p<O.OO1) 
78.0%、「食欲が出てきたJ44.6%、「動作が機敏
になったJ40.6%、「疲れにえくなったJ39.5% 
の)1買に多く挙げている。同様に非継続群も f体が
丈夫になったJ40.1%が多く、次いで「疲れにく
くなったJ38.7%、「動作が機敏になったJ36. 3% 
と続いている。前群とも体調の充実性、体力の向
上等に関連した効果を挙げている。
次に精神的変化についてみると、継続群は「根
気強くなったJ63.1%、「明るい性格になったJ
37.7%、「責任感が出てきたJ37.0%、「讃極的に
なったJ35.4%、「協力的になったJ31.1 %、「落
ち着きが出てきたJ21. 0%の)1買に多く祭げてい
る。また、同様に非継続群も「根気強くなったJ
58.7%、「協力的になったJ32.9%、「明るいt空中各
になったJ32. 7%、「責在感が出てきたJ30.5%、
「積極的になったJ29.7%、「落ち着きが出てき
たJ20.8%の順に続いて挙がっている。両群とも、
積極性、忍、謝性、責任、協調性、情緒直に関係し
たものをあげており、運動によって培われる精神
的効果を意識したものと思われる。
続いて行動的変化は継続群・非継続群ともほぼ
同様の傾向を示しており、「友達が増えた」が一
番多く各々65.9%、61.2%のものが挙げている。
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表25 継続の有無期にみた中学校部活動における活動効果(身体的変化)
身体的変化(%)
疲れに 疲れや 体が丈 病気が 痩せた 太った 動作が けがが 食欲が
(n) くくな すくな 夫にな ちにな 機敏に 多くな 出てき
った った った った なった った た
全体 2，617 39.1 9.9 73.6 1.5 15.4 4.9 38. 7 6.3 42.6 
継続群 l，446 39.5 9.0 78.0 1.0 15. 7 4.6 40.6 6.4 44.6 
非継続群 1，171 38. 7 1. 0 68.2 2.0 14.9 5.4 36.3 6.2 40.1 
表26 継続の有無別にみた中学技部活動における活動効果(精神的変化)
靖神的変化(%)
合計 積極的 出極的 根気強 根気が 責1f感 無責任 落ち着 落ち着 協力的 わがま
(n) になっ になっ くなっ なくな が出て になっ きが出 きがなく になっ まにな
た た た った きた fこ てきた なった った
全体 2，585 32.8 2.7 61. 2 2.1 34.1 1.7 20.9 3.6 31. 9 2.7 
継続群 1，436 35.4 1.7 63.1 1.1 37.0 1.3 21. 0 3.8 31.1 2.3 
非継続群 1， 149 29.7 3.8 58.7 3.3 30.5 2.3 20.8 3.4 32.9 3.2 
表27 繕続の有無別にみた中学校部活動における活動効果(行動的変化)
1T動的変化(%)
合計 規期的 不規則 よく外 家の中 行動が 友達が 無作法 礼{義正
ま伝よくのいうす手にをる
家の手
な生活 な生活 で遊ぶ でゴロ 活発に 増えた になっ しく 伝いを( n)
になっ になっ ように ゴるよロうすになった た なった しなく
た た なった なった なった なった
全体 2，623 26.0 11. 3 18.9 13.0 34.0 63.8 5.4 11. 2 
継続群 1，452 26.2 9.8 19.1 12.5 36.0 65.9 1.8 31. 9 5.0 10.5 
非継続群 1，171 25.6 13.1 18.7 13.7 31.5 61. 2 2.2 24.1 5.9 12.0 
表28 縫続の有無別にみた中学校部活動における活動効果(学業商の変化)
学業面の変化(%)
合計 授業に集 集中力が 勉強の能 あまり勉 成績が上
( n) 中しなく ついた 率が上が 強しなく がった
なった った なった
全体 2，401 22.1 52.8 27.5 46.4 27.2 
継続群 1，332 21. 8 54.4 28.5 48.1 27.2 
非継続群 1，069 22.5 50.9 26.3 44.2 27.2 
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(複答)
食欲が その他
なくな
った
3.2 3.1 
3.3 2.1 
3.2 4.4 
(p<O.OOl) 
(複答)
計醒性 計菌性
が出て がなく
きた なった
11.3 2.0 
10.5 1.2 
12.3 3.0 
よく話 口数が
すよう 少なく
になっ なった
た
24.6 3.2 
25.3 2.8 
23.8 3.8 
明るい その他
性格に
なった
35.5 1.4 
37.7 0.9 
32.7 2.1 
(p<O.OOl) 
(複答)
その他
0.8 
0.5 
1.2 
(p<O.OOl) 
(複答)
成績が下 その他
がった
26.9 5.0 
27.0 4.7 
26.8 5.5 
続いて「行動が活発になったjは各々36.0%、
31.5%、「礼儀正しくなった」が31.9%、24.1%、
「規則的な生活になったjは26.2%、25.6%、「よ
く話すようになったJが25.3%、23.8%と両群と
も閉じような比率で挙げている。
交友面の拡大と行動の活発化、規刻的な生活、
ネし儀正しさ等間群とも行動の良女子な変化がみられ
たと意識しているものが多いようである。
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表29 韓議の有無闘にみたけがや病気の有無(中学校部活動)
三口>.吉ロ二トl けがや病気の有無(%)
(n) ある ない
全体 2，738 39.6 60.4 
継続群 1，481 43.2 56.8 
非継続群 1，257 35.2 64.8 
(p<O.OOl) 
一方学業閣の変化をみると、両群開のカテゴ
リー毎の比率の差はほとんどみられない。しか
し、全体で「集中力がついた」が52.8%と最も多
く、「あまり勉強しなくなった」治宝46.4%と続い
ており、さらに「勉強の能率が上がったJ27.5%、
「成績が上がったJ27.2%、f成績が下がったJ
26.9%と成績の良否を分ける結果となっている。
集中力がついて勉強時間が節約できるという意味
での能事の向上であれば良いのであるが、運動の
疲れからくる勉強時間の不足を招くようでは回る
と思われる。(表25~28参照)
このように、運動部経験による活動効果につい
ては継続群・非継続群ともに学業面の変化を除い
て、ほとんどのものが運動部活動による良い影響
を意識しているようである。
8 )障害の有無
中学校運動部活動による障害の有無について
は、けがや病気のfないJものが全体として60.4%
と多く、非継続群が64.8%と継続群の56.8%を上
回っている。逆に、継続群で障害の「あるJもの
が43.2%と非継続群の35.2%より多くなってい
る。すなわち、運動部の継続性にけがや病気といっ
表31 謹続露隠の変更と鐘続理由(高等学校部活動)(寵答)
継続理由(%)
合計 小学校 中学校 小・中 ゃった その他
(n) で経数 で経験 学校と ことが
したか したか 続けた ないか
ら ら から r戸コ
全体 2，169 4.1 36.7 20.4 25.2 26.1 
問種g群 874 1.9 57.1 40.6 2.6 9.8 
異種E群 589 7.6 7.0 1.4 68.4 30.6 
(p<0.05) 
表30 畿続種自の変更とfl麗種呂分類(高等学技部活動)
i口L舌n十i 1号校種目分類(%)
( n) 偶人的麓目 集出的種呂
全体 1，499 52.8 47.2 
同種自群 881 45.4 54.6 
異種自群 618 63.4 36.6 
(p<O.OOl) 
た障害の要素が痕接関わっているとはいえないこ
とを示している。(表29参照、 p<O.OOl)
なお、この障害が完治したかたどうかについて
は、継続群・非継続群ともほぼ同等に全体で
61.4%のものが「完治したjと答えている。
(図表はI告す。)
2.継続種目の変更からみた継続性
スポーッ活動を継続して行ううちに、自己の身
体適性とのギャップや単一のスポーツを行い続け
ることに対する錨和j惑を感じるものである。ま
た、中学校の運動部活動にはないスポーツ謹自が
高等学校の運動部には存をすることが多く、新た
なスポーツ種目に親しんでみたいというスポーツ
適性欲求型の好奇心も出てくるものと思われる。
そこで、前述した高等学校運動部の継続群の中
で、中学校運動部と同じ韓日を継続したものを問
種自群、異なった種目の運動部を継続したものを
異種目群として再分類しスポーツ志向の違いとの
関連性を比較・検討することにする。
部活動継続群が高等学校部活動に所罵した種目
分類をみると、異種目群の他人的種目が63.4%と
最も多く、続いて向種目群の集団的種目が
54.6%、同種日群の鋼人的種目が45.4%、異種目
群の集団的種目が36.6%となっている。(表30参
日君、 p<O.OO1) 
異種呂群で、多かった呉体的な個人的種目はテニ
ス、弓道、 i謹上等であり、硬式テニスや弓道など
が中学校になかった新しい部活動種呂として好ま
れたものと思われる。
1 )継続理由との関連
高等学校部活動の継続理由は、異種自群のfゃっ
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表32 畿続護巨の変更とスポーツ観の関わり(高等学校) (複答)
スポー ツ観(%)
やるか 勝敗は 練習は 練習は やるか
合計
らには 関係な 厳しく 能率的 らには
(n) 
試合に
勝たな
しミ しなけ にやれ ある桂
ければ ればな ばよい 度の犠
ならな らない 牲は仕
Uミ 方ない
全体 2，707 37.3 29.4 14.7 55.4 16.8 
同種目群 868 53.3 23.3 21. 0 58.5 19.4 
異麓毘群 611 35. 7 30.0 11. 9 58.8 18.0 
表33 継続麓自の変更と中学技部活動日数
合計 日数(%)
( n) 選3目立内 遇4~6 日 毎日
全体 2，637 3.4 45.1 51. 5 
開種目群 843 1.5 34.6 63.9 
異種目群 590 2.4 49.8 47.8 
ゆく0.001)
たことがないから」が68.4%と7割近くのものが
答えており、同種目群の「中学校で経験したからJ
57.1%、f小・中学校と続けたからJ40.6%といっ
たものを大きく上囲っている。(p<0.05)つまり、
問種目群は小学校及び中学校からの継続撞自であ
るという理由で撞日変更していないものが多い
が、異種目群は新しい種告への転換を章、関したス
ポーツ適応欲求型の舘向を強く示しているものと
思われる。(表31参照、 p<0.05)
なお、異穣自群の継続理由「その他Jが30.6%
と多いが、具体的な継続理由(複数問答)につい
てみると、所属するクラブの実態に関しては「仲
のよい先輩や友達がいるJが荷群とも各々
47.9%、48.3%と多く、次いで同種自群に多いの
が「活動が盛んだから」が37.8%、「強いからj
34.2%、「上下関係がないからJ21. 9%であり、
一方異種目群に多いのが「上下関係がないから」
27.6%、「練習が楽だからJ22.2%となっている。
また、継続理由の自己の適性に関しては両群とも
「体を鍛えたいJが各々61.4%と51.5%、「その
種自が女子きだからJが各々57.5%、38.1%、付言
何かを レクリェ 自己の 健康維 スポー その他
犠牲に …ンヨ 目標に 持のた ツには
してま ンとし 向かっ めの体 関心が
でやる て楽し てマイ 力づく ない
ことは くやれ ベ}ス りとし
ない ばよい でやる てやる
20.8 23.3 51. 6 52.6 3.2 1.7 
18.9 14.1 47.4 49.1 1.7 1. 71 
19.8 23.2 日.5 57.3 1.5 
表34 継続謹闘の変更と練習の楽しさ(中学校部活動)
合計 練習の楽しさ(%)
(n) 楽しかった ふつう 楽し(なかった
全体 2，776 49.0 38.6 12.4 
問韓日群 879 57.3 35.0 7.7 
異種目群 618 48.5 38.2 13.3 
」
(p<O.OOl) 
神面を鍛えたいからjが各々30.2%と33.6%と頗
に多く挙げられている。(図表は略す。)
このように、継続群の中の間稜自群は小学校あ
るいは中学校種目と同一種目が女子きな種目である
ことや、その部活動の活発性に魅せられたことを
中心とした理由から部活動を継続していることが
わかる。一方、異種目群は逆に小学校、中学校で
経験したことのない種自に惹かれたことを中心に
おき種目変更を伴った部活動の継続であることを
示している。
2 )スポーツ観との関連
問韓日群・異種目群の間には、間じく部活動を
継続する上においてスポーツに対する意識の違い
があると思われる。スポーツ観(複数回答)に荷
連して、両群とも f練習は能率的にやればよいJ
が各々58.5%、58.8%と6割近くのものが挙げて
いるが、同種自群で次いで多いのは「ゃるからに
は勝たなければならないjが53.3%であり、一方、
異種呂群では「健康維持のための体力づくりJ
57.3%と「自己の目擦に向かつてマイペースでや
るJ54.5%が続いている。つまり、関種目群では
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表35 議選続種目の変更と試合出場の有無(中学校部活動)
合計 試合出場の有無(%)
( n) レギュラー 非レギュラー
全体 2，763 66.4 33.6 
同種目群 880 83.5 16.5 
異種呂群 616 61. 4 38.6 
(p<O.OO1) 
衰弱 畿続覆自の変更と出場大会の競模(中学校部活動)
合計 出場大会規模(%)
( n) 地区大会 県大会 7L!i1'全国大会
全体 1，542 28.3 57.8 13.9 
同韓日群 617 19.8 60.1 20.1 I 
異種自群 329 36.2 54.7 9.1 
(p<O.OO1) 
競技スポーツを目指した専門的スポーツ志向の傾
向がみられ、一方異種目群では健康のための体力
づくりを意聞した健康スポーツ志向の領向がみら
れる。(表32参損)
このように、両群のスポーツ観には合理的なス
ポーツ活動を実施していく上で、活動目的に違い
のあることカ吋可える。
3 )活動実施状況との関連
練習日数と継続性との関連では、同種目群の「毎
日jの練習が63.9%と最も多く、異種目群は「遇
4~6 日 J カ'49.8% と「毎毘」が47.8%であり、
同種自群の方がより習慣的な練習をしていたこと
がわかる。(表33参照、 p<O.OOl)なお、練習時
間については平日、土曜日、日曜日とも継続性に
よる顕著な差はみられない。
しかし、練習の楽しさについては、練習が「楽
しかったjとするものが同種目群で57.3%と異種
自群の48.5%を上回っており、「楽しくなかったj
ものは逆に同種自群の7.7%に対し、異議毘群の
13.3%が多くなっており、向種目群の方がより練
習を楽しんだことを示している。(表34参照、 p<
0.001) 
次に、試合出場の有無についてみると「レギュ
ラー Jだ、ったものが何種目群で83.5%と8割を超
表37 継続韓関の変更と家族の賛否(中学技部活動)
家族の賛否(%)
合計
賛成して 意思表示 反対だ(n) 
くれた なかった った
全体 2，772 57.7 39.7 2.6 
間種目群 880 68.7 29.4 1.9 
異議自群 618 53.4 44.3 2.3 
(p<O.OOl) 
表部 議議種目の変更と罷護者会活動に対する評錨(中学校部活動)
合計
保護者会活動に対する許{臨(%)
( n) 過剰な 過度な 関-L'lfi
世話 世話 薄かった
全体 2，647 5.4 49.1 45.5 
向種目群 853 6.0 56.6 37.4 
異種罰群 595 5.2 44.9 49.9 
(p<O.OOl) 
えており、異種目群の61.4%を大きく上回ってい
る。(表35参照、 p<O.OOl)
また出場大会規模については、同種自群が「県
大会J60.1 %、「九州、1.全国大会J20.1%の}IJ買に
多いのに対し、異種自群は「県大会J54. 7%、「地
区大会J36.2%の}I慣になっており、同種目群の方
が異種目群より大きな出場大会規模となっている
ことがわかる。(表36参照、 p<O.OO1)
このように、同種目群を継続したものは習慣的
な練習を楽しんでやってきて、しかも比較的大き
な大会にレギュラーとして出場したものが多いこ
とが明らかである。
4 )周囲の理解との関連
中学校運動部活動に対する家族の賛否は、同種
目群の「賛成してくれたjが68.7%と最も多く、
異種目群の「賛成してくれたJ53.4%と「意思表
なかったJ44.3%を上回っている。(表37参照、
p<O.OOl) 
また保護者会活動に対する評価は、同種目群で
「適度な世話Jであったとするものが56.6%と最
も多く、一方異麓自群では「関心が薄かったJと
するものが49.9%と約半数で多くなっている。(表
38参瓶、 p<O.OOl)
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つまり、同種目群の方が保護者会による世話を
適切なものとして受けとめている傾向がみられ、
保護者会活動が継続性を支援する要素となってい
ることを示している。
なお詳細は略すが、具体的な保護者会活動につ
いて(複数回答)開種目群がより多く挙げている
ものとして「試合中の応援J75.8%、「試合時の
飲食物の提供J61.4%、f試合時の送り迎えJ22.7%
等があり、活動の成果を表す大会、試合への保護
者会の援助、支援及びレクリェーションなどの気
分転換をする配慮等が多く意識されているものと
思われる。
U 結論
中学校運動部から高等学校運動部への継続に関
わる要国について、中学校運動部の実態を通して
検討した結果、つぎのようなことが明らかとなっ
た。
1.中学校の運動部活動を経て、高等学校の運動
部活動へ継続しているものは全体の54%で
あった。
2.部活動継続群の練習状況より活動の習慣性が
見受けられた。特に、男子の継続群は「毎日」
の練習が59.6%と最も多く約6割を占めてい
る。 (p<O.OOl)一方、女子では顕著な額向
は示さなかった。
3.部活動継続率の高い練習時間は平日で2時間
以内、土・日でも 3時間以内ぐらいが適当で
ある。したがって、練習量に対する認識にお
いても全体の58.2%と約6割のものが肯定し
ていた。 (p<0.05)
4.部活動継続群の中学校時代の出場大会規模に
おいて、継続群の「九州・全国大会」出場
16.3%が非継続群の10.2%を上回っており、
また継続群の4分の3が「レギュラー」であ
ることから、試合出場が継続性に関連してい
た。 (p<O.OOl)
5.部活動継続群の6割以上の家族が運動部活動
に賛同し認めており、継続性に関連してい
た。 (p<O.OO1)
6.部活動非継続群で「上下関係があった」とす
るものが71.3%と約7舗を占め、特に女子の
77.9%が男子の60.9%を大きく上田ってお
り、継続性に関連する顕著な性差もみられ
た。 (p<O.OO1)
7.運動部経験による活動効果については継続
群・非継続群ともに学業面を除き部活動によ
る良い影響を意識していた。
8.中学校運動部活動による障害の有無と継続性
との関連は顕著ではなく、けがや病気の「な
いjものが全体として60.4%と多くみられ
た。 (p<O.OO1)
9.部活動継続群が高等学校入学後に所属した種
自分類をみると、異種自群の個人的種目が
63.4%と最も多く、続いて同種目群の集団的
種目が54.6%と続いている。 (p<O.OOl)な
お、異種自群は硬式テニスや弓道など新しい
種目への転換を意図した、スポーツ適応、欲求
型の傾向を強く示している。
10.部活動継続群の中の間韓日群で多いのは fや
るからには勝たなければならないJが53.3%
であり、一方、異種呂群マは「健康維持のた
めの体力づくりJ57.3%と「自己の自諜に向
かつてマイペースでやるJ54.5%が続いてい
る。つまり、同種自群では競技スポーツを目
指した専門的スポーツ志向の領向がみられ、
一方異種目群では健康のための体力づくりを
意臨した鍵康スポーツ志向の傾向がみられ
た。
11.活動状況と継続性との関連について向種目群
に多くみられものは、「毎日練翠」の63.9%、
「楽しい練習」の57.3%、「九州・全国大会
出場Jの20.1%、fレギュラーで試合出場J
の83.5%等であり、時麓自群での活動繰続者
の方が、習標的でより充実した競技志向の活
動を行っていた。
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